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優
秀
な
頭
脳
と
最
新
鋭
の
施
設

が
整
備
さ
れ
、
多
種
多
様
な
分
野

に
お
け
る
最
先
端
の
技
術
と
英
知

が
集
結
し
て
い
る
中
央
研
究
機
関
。

地
域
の
中
小
企
業
が
こ
う
し
た
機

関
と
の
つ
な
が
り
を
も
つ
こ
と
で
、

技
術
的
な
課
題
の
解
決
や
新
ビ
ジ

ネ
ス
の
創
造
、
さ
ら
に
は
地
域
産

業
全
体
の
振
興
が
図
ら
れ
る
も
の

と
考
え
て
お
り
、
中
央
研
究
機
関

へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
に
よ
る
つ
な
が

り
が
、
新
た
な
可
能
性
を
生
み
出

す
源
泉
に
な
る
と
の
思
い
の
も
と
、

積
極
的
な
働
き
か
け
を
強
め
て
い

く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

■
ジ
ェ
ッ
ト
エ
ン
ジ
ン
の
仕
組
み

　

ジ
ェ
ッ
ト
エ
ン
ジ
ン
は
、
中
央

の
燃
焼
器
と
呼
ば
れ
る
部
分
で
燃

料
を
燃
焼
さ
せ
、
発
生
す
る
噴
流

（
ジ
ェ
ッ
ト
）
に
よ
り
後
方
の
タ

ー
ビ
ン
を
回
転
さ
せ
て
い
ま
す
。

こ
の
タ
ー
ビ
ン
と
軸
で
つ
な
が
っ

た
前
方
の
フ
ァ
ン
が
回
転
す
る
こ

と
で
、
効
率
的
に
推
進
力
が
生
み

出
さ
れ
る
の
で
す
。

　

燃
焼
器
に
最
も
近
い
タ
ー
ビ
ン

周
辺
の
温
度
は
１
千
６
百
度
以
上
、

タ
ー
ビ
ン
の
回
転
数
は
毎
分
１
万

３
千
５
百
回
転
に
も
達
し
ま
す
。

１
枚
の
タ
ー
ビ
ン
ブ
レ
ー
ド
に
は

15
ト
ン
も
の
遠
心
力
が
か
か
る
た

め
、
高
度
な
耐
熱
耐
圧
性
が
そ
の

部
分
に
使
用
さ
れ
る
部
材
に
求
め

ら
れ
ま
す
。
原
田
先
生
ら
が
研
究

開
発
し
た
超
耐
熱
合
金
は
、
こ
の

タ
ー
ビ
ン
ブ
レ
ー
ド
の
部
材
と
し

て
使
用
さ
れ
る
の
で
す
。

■
最
新
鋭
旅
客
機

「
ボ
ー
イ
ン
グ
７
８
７
」
の

　
　

ジ
ェ
ッ
ト
エ
ン
ジ
ン
に
採
用

　

東
レ
㈱
愛
媛
工
場
が
生
産
し
た

カ
ー
ボ
ン
繊
維
が
機
体
に
採
用
さ

れ
、
話
題
と
な
っ
て
い
る
最
新
鋭

の
旅
客
機
ボ
ー
イ
ン
グ
７
８
７
。

　

全
日
本
空
輸
㈱
が
世
界
に
先
駆

け
て
就
航
さ
せ
た
同
機
の
ジ
ェ
ッ

ト
エ
ン
ジ
ン
の
タ
ー
ビ
ン
ブ
レ
ー

ド
部
材
に
は
、
今
後
、
原
田
先
生

ら
の
研
究
グ
ル
ー
プ
が
開
発
し
た

超
耐
熱
合
金
が
使
用
さ
れ
る
こ
と

と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
超
耐
熱

合
金
は
、
ボ
ー
イ
ン
グ
７
８
７
だ

け
で
は
な
く
、
世
界
の
航
空
機
の

ジ
ェ
ッ
ト
エ
ン
ジ
ン
で
使
用
さ
れ

る
こ
と
に
な
る
も
の
と
見
込
ま
れ

て
い
ま
す
。

　

西
条
市
出
身
の
研
究
者
ら
に
よ

っ
て
開
発
さ
れ
た
超
耐
熱
合
金
が
、

ジ
ェ
ッ
ト
エ
ン
ジ
ン
の
最
重
要
部

分
に
使
用
さ
れ
、
日
本
を
飛
び
出

し
て
世
界
の
空
を
駆
け
巡
る
日
も

そ
ん
な
に
遠
い
未
来
の
話
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。

■
発
電
分
野
へ
の
転
用

　

ま
た
、
原
田
先
生
の
研
究
グ
ル

ー
プ
の
超
耐
熱
合
金
は
、
ジ
ェ
ッ

ト
エ
ン
ジ
ン
以
外
に
、
火
力
発
電

の
タ
ー
ビ
ン
部
分
へ
の
転
用
な
ど

で
も
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

東
京
電
力
㈱
福
島
第
一
原
子
力

発
電
所
の
事
故
以
来
、
火
力
発
電

へ
の
依
存
度
が
高
ま
り
、
発
電
コ

ス
ト
や
二
酸
化
炭
素
排
出
量
の
増

加
な
ど
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
う
し
た
中
、
原
田
先
生
ら
の
超

耐
熱
合
金
が
発
電
タ
ー
ビ
ン
に
採

用
さ
れ
る
こ
と
で
、
燃
料
の
高
温

高
圧
燃
焼
が
可
能
と
な
り
、
熱
効

率
の
向
上
が
図
ら
れ
、
低
燃
費
化

や
二
酸
化
炭
素
の
排
出
抑
制
に
つ

な
が
る
も
の
と
、
大
き
な
期
待
が

寄
せ
ら
れ
て
い
る
の
で
す
。

■
中
央
研
究
機
関
へ
の

　
　
　
　
　
　
　
　

ア
プ
ロ
ー
チ

　

サ
イ
ク
ス
で
は
、
原
田
先
生
と

の
公
的
な
コ
ネ
ク
シ
ョ
ン
を
活
か

し
て
、
中
央
の
研
究
機
関
と
地
域

の
中
小
企
業
と
の
連
携
を
推
し
進

め
る
べ
く
、
新
た
な
取
り
組
み
を

開
始
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
ほ
ど
、
独
立
行
政
法
人
物

質
・
材
料
研
究
機
構
（
茨
城
県
つ

く
ば
市
）
の
特
命
研
究
員
で
、
航

空
機
の
ジ
ェ
ッ
ト
エ
ン
ジ
ン
用
超

耐
熱
合
金
の
研
究
開
発
に
取
り
組

む
、
西
条
市
出
身
の
原
田
広
史
先

生
を
講
師
に
お
迎
え
し
、
最
先
端

技
術
の
動
向
を
つ
か
み
、
地
域
産

業
の
活
性
化
に
寄
与
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
た
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し

ま
し
た
。

　
「
ジ
ェ
ッ
ト
エ
ン
ジ
ン
と
材

料
」
と
題
し
て
行
わ
れ
た
こ
の
セ

ミ
ナ
ー
に
は
、
市
内
の
企
業
関
係

者
や
東
予
高
校
生
ら
約
80
人
が
参

加
。
原
田
先
生
に
は
、
自
身
の
研

究
グ
ル
ー
プ
が
取
り
組
ん
で
い
る

超
耐
熱
合
金
の
研
究
開
発
に
関
し

て
、
そ
の
成
果
の
一
端
の
紹
介
も

含
め
、
熱
心
に
ご
講
演
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
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物
質
・
材
料
研
究
機
構

　

特
命
研
究
員 

原
田
広
史
先
生　

講
演

「
ジ
ェ
ッ
ト
エ
ン
ジ
ン
と
材
料
」

　1951年生まれ。西条高校・早稲田大学大学院
を経て、1975年に独立行政法人物質・材料研究
機構の前身である科学技術庁金属材料技術研究
所に入所。今年３月に定年退職するまで、同機
構超耐熱材料センター長などを歴任。現在も特
命研究員として研究に携わる。
　開発した超耐熱合金は、現在、世界最高レベ
ルの耐熱耐圧性を誇り、国や国内外企業との連
携により、研究成果をジェットエンジンや発電
ガスタービン実機などへ応用することで、二酸
化炭素の削減や省エネルギー化に貢献している。
　今後もさらなる研究開発を進め、実現すれば
さらに大きな効果を発揮する「耐熱1800℃・無
冷却超合金」の開発をめざしている。

原田広史先生 プロフィール


